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1 ．2019年度中間決算サマリー（決算ベース） 
 （単位：百万円）

2018年度 2019年度
中間期実績 中間期実績

コア業務粗利益　　　　　　　　 ① 2,203 2,273 70
資金利益 2,186 2,310 124
（うち貸出金利息) 1,815 1,867 52
（うち有価証券利息配当金) 437 507 70
役務利益 16 ▲ 36 ▲ 52 2018年度中間 2019年度中間

経費（▲）　　　　　　　　　 ② 1,710 1,791 81 　　　－百万円 　　43百万円

人件費（▲） 1,077 1,042 ▲ 35
物件費（▲） 545 658 113

コア業務純益 ①－② 493 482 ▲ 11
493 438 ▲ 55

国債等債券損益 ③ ▲ 3 130 133
一般貸倒引当金繰入額（▲）　 ④ ▲ 4 -                     4
業務純益 494 612 118
臨時損益 83 ▲ 31 ▲ 114 ※コア業務純益：一般企業の営業利益に相当

不良債権処理損失額（▲）⑤ 30 -                     ▲ 30
貸倒引当金戻入益 ⑥ -                     21 21
株式等損益　　 ⑦ 126 ▲ 45 ▲ 171

経常利益 577 580 3
特別損益 ▲ 10 0 10
税引前中間純利益 567 581 14
法人税等（▲） 156 67 ▲ 89
中間純利益 410 513 103

信用コスト（▲）　　　　 ④＋⑤－⑥ 25 ▲ 21 ▲ 46
有価証券関係損益　 ③＋⑦ 123 84 ▲ 39
修正ＯＨＲ（％）　　　　 ②／① 77.6 78.8 1.2
経常収益 2,836 2,970 134
事業性融資先数 4,253 4,708 455

※（▲）は費用項目

コア業務純益（投信解約損益除く）

経常利益　（対前期比　＋3百万円）

国債等債券損益が増加したこと等により、経常
利益は3百万円の増加となりました。

貸出金利息の増加等により、コア業務粗利益は70
百万円増加しました。ただ、システム更改に伴う物
件費の増加等により、経費が81百万円増加したた
め、基本的な収益力となるコア業務純益は11百万
円減少しました。

増減

うち投信解約損益（　+43百万円）

 コア業務純益　（対前期比　△11百万円）
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3 ．貸出金利息収入について 
 貸出金利息収入の増加 
    
       52百万円（1,815百万円⇒1,867百万円） 
 
  平残減少による影響   ▲25百万円（1,836億円⇒1,811億円） 
  利回り上昇による影響    77百万円（1.97％⇒2.05％） 

2 ．有価証券利息配当金、貸出金利息について 

貸出金平均残高は25億円の減少（1.33%減少） 
貸出金利回りは0.08ﾎﾟｲﾝﾄの上昇（4.06%上昇） 

（単位：百万円）

2018年度 2019年度
中間期実績 中間期実績

資金運用収益　　　　　　　　① 2,257 2,380 123
うち貸出金利息 1,815 1,867 52
うち有価証券利息配当金 437 507 70

資金調達費用 ② 71 69 ▲ 2
うち預金利息 71 69 ▲ 2

資金利益 ①－② 2,186 2,310 124

増減

資金利益　　（対前期比　＋124百万円）

　貸出金利息、有価証券利息配当金ともに増加し
たことにより、資金運用収益は1億23百万円増加し
ました。また、資金調達費用は2百万円減少しまし
た。その結果、資金利益は1億24百万円の増加と
なりました。
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貸出金利息収入の推移 

減少傾向が続いていた貸出金利息収入が、 
２０１６年９月期より増加に転じました。 
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4．コア業務純益の推移 

・一般企業の営業利益に相当するコア業務純益は引き続き
堅調に推移しております。 
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5．預金残高および貸出金残高の推移 
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479 470 443 431 個人ローン 426

1,070 1,087 1,164 1,176 事業性 1,207
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6．財務の状況（不良債権比率、自己資本比率） 
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7．配当金の状況 

2018年度 2019年度
実績 見込

年間配当 6円00銭 7円00銭 1円00銭
うち中間配当 3円00銭 3円00銭 0円00銭

1株当たり当期純利益 11円75銭 8円69銭  ▲3円6銭
配当性向 51.0% 80.5% 29.5%

増減
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8．業績予想 

（単位：百万円）

2018年度 2019年度
実績 見込

経常収益 5,549 5,280 ▲ 269
経常利益 403 290 ▲ 113 
当期純利益 256 190 ▲ 66

増減

今後の景気動向等とりまく環境が不透明であることから、現時点で2019年5月
14日に公表しました通期業績予想は修正しておりません。 
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9．経常収益と経常利益、中間純利益の推移 
（単位：百万円）

経常収益 前中間期比 経常利益 前中間期比

2019年度中間期 2,970 134 増 収 580 3 増 益

2018年度中間期 2,836 95 増 収 577 75 増 益

2017年度中間期 2,741 ▲ 0 減 収 502 113 増 益

2016年度中間期 2,741 ▲ 365 減 収 389 ▲ 251 減 益

2015年度中間期 3,106 96 増 収 640 122 増 益

2014年度中間期 3,010 ▲ 211 減 収 518 ▲ 60 減 益

2013年度中間期 3,221 385 増 収 578 459 増 益

中間純利益 前中間期比

2019年度中間期 513 103 増 益

2018年度中間期 410 47 増 益

2017年度中間期 363 51 増 益

2016年度中間期 312 ▲ 121 減 益

2015年度中間期 433 ▲ 138 減 益

2014年度中間期 571 22 増 益

2013年度中間期 549 483 増 益

9


	2019年9月期決算参考資料
	1 ．2019年度中間決算サマリー（決算ベース）�
	3 ．貸出金利息収入について�　貸出金利息収入の増加�　　　�　　　　　　　52百万円（1,815百万円⇒1,867百万円）��　　平残減少による影響　　 ▲25百万円（1,836億円⇒1,811億円）�　　利回り上昇による影響　　  77百万円（1.97％⇒2.05％）
	�
	��
	スライド番号 6
	6．財務の状況（不良債権比率、自己資本比率）
	7．配当金の状況
	8．業績予想
	9．経常収益と経常利益、中間純利益の推移



